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Buginese employ the same method more
は じ め に

















































り扱 う｡中流部移行帯には古 くか ら川港とし
て重要な集落があり,にぎわっていたが,覗
在はひっそりと静まり返 っている｡中流域の














ンビ州人口の21%を占める (表 1)0 1930年





















































ヤンビ人136,000人 (55.5%), ミナ ンカバオ
人58,000人 (23.6%)に次いで,バ ンジャール














プルバ ック河口近 くニ ッパ ･パ ンジ ャ ン
に住む,元マルガ (margu,パ レンバ ン, ジ
ャンビにお け る村 の呼 称)プルバ ックのパ
ッシラ (♪asirah,マルガの長)アハ マ ッ ド


































次に会 った,ランクオ ･ラサオ ･デサのプ
ングル Wenguhulu)アブ ･バ ッカル ･アル









































ある｡ 現在はランクオ ･ラサオ ･デサに数本
のサゴヤシがみ られるにすぎない｡
もうひとつの例をみよう｡ バタ ン- リ川
下流のムアラ･サバ ック対岸,セ ンケ ップ






















































カ ンポン･ラオ トの最 も海寄 りの部 落,












































































































































団 州庁所在地,団 県庁所在地,◎ 都庁所在地,○村 (図示した村は本報告中に現われるもので
ある),+付け州境,一一一県境,- 郡境
局,ジャンどの支配権は成立 しえなかったと
いう｡ バタ ンハ リ川流域に比べて,ジョホー
ル,バ ンジャールの勢力圏とい う印象 が 強
い｡
クアラ ･トゥンカルはタ ンジュン･ジャブ
ンの県都で あ る (図 3参周)｡ カ ンポ ン･ラ
オ トか らス ピー ドボー トで 海 を 1時間西-
走 り, トゥンカル川を入 るとす ぐ左 に集 落
がみえる｡1981年の統 計 で は人 口27,600人
の大 きな町である｡ 川岸か ら50m までは杭








ハジ ･マスダ (HajiMasdar)氏の話を, 以
下に述べる｡
｢自分は1917年 トゥンカル生まれのバンジャール












































一方,ココヤシに話 を移 す が,統 計 (義




査収悪 意 莞 老園地 計 生産量
(ha) (ha) (ha) (ba) (トン)
トゥンカル･イリール
ゴ ム 685 1,260 560 2,505 795
ココヤシ 12,56435,812 2,04950,42540,290
コーヒー 66 281 - 347 63
丁 字 52 8 60 128
トゥンカル ･ウル
ゴ ム 4,58513,750 2,46320,798 8,937
ココヤシ 25 12 37
コーヒー 52 50 - 102 16
丁 字 18 5 23
ムアラ･サバック
ゴ ム 2,125 6,135 780 9,040 3,865
ココヤシ 10,99213,550 32524,86715,244
3-t=- 167 110 - 277 23
丁 字 7 3 10
ニッパ ･パンジャン
ゴ ム 40 52 20 112 33
ココヤシ 7,092 2,431 - 9,523 2,917
コーヒー 29 62 91 14





ヤシ地域 として確立 し,その最盛期 は1950,
60年代であった｡オランダ時代,シンガポー
ル, トゥンカル, ジャンビを結ぶ KPM の




輸出が禁止 され,1966年に戴氏 自身が 2番目
の工場を建設 して,製品輸出,つまりココヤ
シ油輸出に切 り替 る｡ いまでは トゥンカル ･











































































































































































































































































デ サ 人 口 i(haP 轡 静(人)
ムアラ･サバック 6,731 5,600 1,285 400
センケップ 3,494 3,200 1,484 1,850
ラノ 1,078 218 140
ニボン･プティ 607 560 86 5
トゥルック･マジュリ
ス 5,280 3,279 1,774 1,200
カンポン･ラオト 8,344 2,340 1,743 1,645
アラン･アラン 3,176 2,540 1,022 2,050
ランプ ルー 9,365 3,637 2,799 1,442
シンプル･ナイク 8,229 4,956 2,598 2,000
ラガン･イリー ル 3,095 2,468 863 3,600
ラガン･トゥンガ 3,436 2,760 1,314 1,114
ラガン･ウル 5,811 2,280 1,383 915
ムンダ-ラ･イリー ル 5,966 6,920 1,515 3,995








4,493 7,080 2,214 4,300
5,359 4,416 78 8,600
6,564 4,700 1,806 13










































































































アブ ･バ ッカル氏の家はバタンハ リJlは)ら
200m はなれている｡ 満潮時には逆水が浅 く
湛水するので,家のまわりの溝にはマングロ
ーブの植物が入 りこんでいるO 彼のココヤシ
園をみにいく. 道は第 3と第 4水路の問をラ
ガン川まで通 じてい る (後述の図5参照)0
Jtlから 800m までマングローブ性の ヤブで
ある｡ これがおわると若いココヤシ寓が現わ
れる｡ 3年生の稚樹が 5m 間隔で密植 して
ある｡ その根元には直径 1.5m,高さ 30cm
ぐらい芝土が盛 られている｡ 木の問に稲を植
えているところもある｡ 雨季作である｡ 900


















cm 厚の泥炭の下にマ ング ローブ泥が厚
い｡掘りあげ泥の上に,カ トック,サツマ























































































































































































































が低 く,満潮時の逆水が深 く湛水 して,ココ
ヤシや米などの農作物には向かない｡む しろ











































































つづ く｡ 掘削水路が左右に現われ るが,栄
も水田もココヤシもみあたらない｡スピー ド



















































































































































































































































































































































































































































































































最 も初期のペ リタ村は,ランクオ ･ラサオ
Ⅰである｡ これはシンパ ンの北,プルバ ック
川沿いの地域にある｡ 堆積物 はマ ング ロー
ブ泥が厚 く,その上に川沿いでは砂まじりの
黄褐色斑紋土が 1m50cm のる｡ これは自然
堤防堆積物で,沖積段丘の地形をつくってい
る｡ 内陸では,泥炭が次第に厚 くなるが,ラ




























































































た｡米が男 15kg,女 7.5kg,子供 6kg｡油 11,
















































































































































































































































































































サマ ン氏の話は,ここで一休み して,タ ン
































































































て 4m の丸太をクダ ･ララスにのせるのに,













































ている｡ 例えば, ジャンどの町は海抜 20-
































ムアラ･ブ ンゴよ り上流の トゥボ川,プ























































































































の土は,乾田の感 じで,決 してパ ヨの もの
ではない｡地掃えはどうしたのか農夫に聞く
と, この村には水牛が200頭 はどい る,地
掃えは水牛の蹄排で行うという｡ 雨季,バタ
ンハ リ川につづ く小川の水門をとじると,一

























































































































う｡ みたところ,間作 してある作物 は,ナ
ス, トマ ト, トウガう シ,レモングラス,サ
トウキビ,キャサバ,サツマイモ,バナナ,
モロコシ (gundrum という),ケイ トウ (花
用),である｡オカボは雨季に植えるという｡

































































































ジ･タヒル (HajiTahir), 4代-ジ･ア-マ ッ
ド(HajiAhammad)(ここで独立),5代-ジ･ド
ゥラニ (HajiDurani),6代-ジ･スクル (Haji






































































































部分が最も古 く,プラオ ･インダ (Pulauin-
dah)といわれる｡ 同じ台地のつづきで丘の
























































































































路沿い,バ トゥ･サンカルから 6km｡ 谷地














































































田 (湿地焼畑), 中央帯は湿地林, 中流部移
行帯のサワ･パ ヨとラダン,中流域の水門つ
きサワ･パヨ,移植畑,蹄耕｡ 約 100年前の
土地利用を想定すると,沿岸帯 は陸 田とサ
ゴ,沿岸帯移行部と中央帯中央部は湿地林,
中流部移行帯はサワ･パヨとラダン,中流域
はラダン,移植畑,サワ･パ ヨと蹄耕,それ
にサゴということになりそうである｡
現在の土地利用もそうだが,過去 100年間
の変化を考え合わせると,大変よく似た状況
をマレー半島にも見出すことができる｡水門
つきサワ･パ ヨという,ため池と水田を一体
化 した装置と,それを蹄桝で地掃えして,乾
季作を行うことなど,例えばマレー半島の中
央盆地テメローやパ-ン川下流の湿地帯には
全 く同じものを見出すことができる｡ 休閑畑
を梨耕し,直播,散播する稲作の記述 [Hi1
1977]なども移植姐の発生段階を想像させる
ような印象をうける｡ ミナンカバオ移民はス
マ トラにとどまらず,マレー半島まで達 して
いたことを忘れてはいけない｡
マラッカ海峡周辺の湿地域における稲作農
耕の形態は,三つの民族要素に分類で きそ
うである｡バランと掘棒による湿地焼畑 (陸
田)はいわゆる沿岸ムラユの伝統的生業,堤
地焼畑を定着水田にくみあげ,沿岸帯に潮汐
水田を開発 したのはバンジャール人の創案,
移植畑とその水田化,湿地 (パ ヨ)の水門つ
き水田と蹄耕は ミナンカバオ山地の農耕要
秦,と考えられる｡
この三つの民族要素がつくっている湿地農
耕圏に,最近は殊に大規模に,さらにふたつ
の要素が加わっている｡ひ とつ は,開拓デ
ザインのオ リジナリティはともかく,熱帯降
雨林を強烈なエネルギーでヤブに変える ｢開
拓｣を行い,地方的のみならず,航海者とし
て遠隔地にまでマレー農耕を流布するブギス
人の役割を忘れることはできない｡もうひと
つは,もろもろの要素を総合するジャワ人の
役割である｡ムラユやブギス人の通過型土地
利用に対 して,ジャワ人は多様 な定着型土
地利用をつくりあげる｡ 古来よりのジャワと
｢マラユ｣の対立は定着農民文化と移動漁民
文化の対立でもあった｡今世紀のジャワ人大
量移民の歴史的意味は,13世紀 にクルタナ
ガラ王が ｢マラユ｣をジャワの前進基地にし
ようとした意図の継続とみることができる｡
ジャワ人はその高い適応力をいかんなく発揮
して,あらゆる環境に入りこむ｡そして一種
触媒の役割を果たして,低湿地に定着農耕の
新 しい形をつくりあげていくことになるだろ
う ｡
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